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母近0:曽速在経済総長蛇仰悼.国土開発が会倒的蛇行程われてl<Itをサが、特蛇徳市縄辺では穴

Z白土木機敏虻よる大規換念宅凪捌覧車行規kわれ、史跡や痩議文化財由蔵相島現象事柄たるとζろ陀司b

o，t>抗て&てuちます.tnlCつれて『偽量。送態主文化財骨保.Jが大事t<""tiIとしτ縄起され
てψ る串で;I)!l1.す.

省市民.，悼ても、 ι。ょう倉現像がみられる回であPまして、下現遺跡属辺ー得。台地獄すで忙

獄図土地開発妹式鋭 t..，所令するとEろと攻妙、近w将来宅地造成が計嗣されて刷るりであり ま丸

向遺跡り調査につwては， t員削場古学協会が向社。謙抑Cl'I!WIOもと促過去2か年庇わたって央

絡しτ草花りでありますが、 4宇都度は、同遺跡。草要性と事紘申緊急性とを考え、市教育望号員会泊;

向協合と筋肉して完全!ll鋸ザ ~c.とを計画し、 T 月お日から81固まで 7 日制調筆帆たしました.し

かし、向慮"骨量E績低予級以上巨大・<.全体申はあ〈はやむ1't(Z'tCJ度R申ずるととEしえりで

'" !I "tす.

粛軍lJIII情中位、 ;1.. ・b肺陀‘"実民事ま九時銅酬.∞@省匹前{欄文時代中期3町住居悔をii認す
ると肺令底梨を得るととがで81L.1I:. 

とれもbとえ忙、E眠査員務員樺介氏、富樫察時氏、織曾腕央氏申C働力と、 提天下"-'1旬瞳肥従事

しτ〈ださ"をした秩倒考古車協会合員、獄悶大学学生、明治大学学生、立正文学学生、県立也昆

虫来高等世段、秋朗市立高樟竿伎、操立秩侶~t高等学佼.襲Jt短大付属高等考校、敏愛唱閣青島等掌

僚、枝問文学鰭Il中学検主主健噂~敏町かえがた、さら虻土地所有事歓飾土地開発掠式会社、そ骨他

~(申かたが食由理解あると援助011: 1 ‘申と義〈感謝肺訴をして必伶喧す.

草恒輔町、調J1、Z、3Z'tO調査締畢をきとめたもむであ砂1サ.尋問草姐 もちろん..，c.と.広

〈ー健申かえがたか'X1t.lす保積、保存申ため陀ど活用〈ださるζとを，1<1*悼するしヌピ"であ'1
サ.

砲和 ・6相 1月

数回市敏育長 船 山 忠 1重



凡例

L 己@療報は、詳細郁Kわたって検討した結集で島た ものでは在い。

2. と也事量文07'スヨ状ピ ')1トKついては、 li十胤芳郎氏が詳述し虎も也を

事曇氏#聖書約したも@でf>品。

8. ，紅続報拭、 遺情 (往信.)ICついて0'匹S次側3fは鍋倉E去が執筆し、他は
富樫氏が執歯医した もので串る。

との外、 通鴨署尾側閥、出土品実鏑図等が島るが、とれら位、主b検討。Ilt

需で串るため今後@金槌発縄調牽が完了し免と色。.終報告書Kそ在える

ととKl-It。

4 写真怯、益金書ur餓主事佐々木栄掌氏が織..した も自である。
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1通局の発見から銅壷まで

「転車量i圃跡は磁布唱年民民儀職員で救国考古学包岳会員茸十嵐芳郎氏虻よって先電され食.同年8

舟以図式草学生Jiぴ立正大牢牢生等が同地を精査した際、￡崎~T <0脚c.~われた場所から土審、石

甥ととも健、石燭悼む炉出発見されたむである.

そD後土地所有者。E士郎土地筒鈍株式会社と誕飴をとP、油備が磁'障され念明主う臣会員が時A

羽地t-悦鱗し、昭和4総 9月、土地所宥君。承富)"1刊第 1阻む発隠線査を獄4弘、第 1、第2寺住

u跡を捻Jtしたりである。
そD級会員。Ik告肺民よP、ζ<oT:堤遺跡申告地自他舵、 ζむ』暗辺申告地色住宅と化してしまう

..それがあ畠と肺う ζとから、周辺-;曹を峰査した@である.

を申館果、昭和釘年験踊県41育委員会で鏑査し止時点で2溜"しか傘"と町地績で、笑虻鶴潰跡

が曹認書机ltOである.t. co，ち歓tJ.所。遁勝担也・途上で..っIt!>で.そ申書目鰻重量~も唱で.t>

った.

司~c.で申れわれ位、己れら~踏ま将来総合縄査する必.ò'<bると明断し、と!Cl).(量初E乎軒

町lt下機温飴を兎憶するζとを第一白目録とした自である.'" 1..τ郎和例年8月J<-20日まで第Z

~q:)発指調査を拭みた申である.ζ0調査蛇目秋即市教"'11:1員会。楠肋>>，;t，った。会員一骨]今tで

自費で測'l!l!1..τS1t C. とを思えばζ0補助金はおりか売かった. 寄らに、附和4~匁 7月お目-81日

宜で1II8rx発信調査を行在ったが、今年から、款問市教育寄員会が事集主体と在り、当協会と協同

で拠地したものである。

ζ申ようにして潟査した結集。略報がと申-1-01時で，，1.>.米だ湖'11.1J.ぴ義理強上であり、そof'熔

I~I霊ん申略報である ζとを宮崎.eしtおきた悼・ ~iI*細管ほ立派色‘申にした"と会員一同はり き

って10T 'tサ.

.畿E縄査・1.主体と稔って〈ださった数回市段育lI!員企.土地所宥者である駄目土地開発俵

実告を士、 虫食調査担畑中宿泊所を提供しτfだ耳旬、何かtit'lf>胴えだ肺た宙ツ小屋長案協同組

合 t 術 2~)~倒カヲザ今販売徒式会社(1l 8~)虻射して濃〈感:1110車を表したν'.

2 渇跡の位置と現状

下縄l!跡路、杭:mni樹ッ'J-.j量下提1C;t，る。す屯t>'I>、以刷ft1から国道18母織を1'11下し、倒山郎官喜

を」晶Sると三旦峰がある.そζから右q日通陀λり西へ1.21iJo崎ど入ると紋悶市をー援できる台嶋む

先鵬流出品.<1跡ほと0先織郵1<:1.> る. 奥羽，..回"'NI駅J: ~北東約 lx..故田市申中央郵より.
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嗣約7'"申位置陀ある。
iI勝。蝿約 1ιIImICは寛平山IC!層を発する情流岩見川1と雄物川と申合流点がある。

訟年前までは、ζ申地域ー帯。台地政鍛日直であった。しかし、 裁在は獄図土地開発株式会社が買

収し、持多量は住宅地但しようと前画しており、かつて申畑地11一面白建織とItしτ明る.

8 .査
0・1次調査
調査主体 験阻考古学協会

発jj!賜間 昭和4陣 91l1白、10月泊目、担日

調査員 日本考古学協会会員 富健務時

般史学自園高帯学都教論 鍋倉勝夫

- 加者 五十嵐芳郎、泊見敏夫、船木量産勝、菅原俊行、武;G:司匹、畠山憲旬、自野久

o .2次偶董
発据主 体

発穏期間

鱒iI1員

書加者

秋田考古学協会

筒和44年 8}j14S-初日

第 2注調査と問じ

五十嵐芳郎、岩且隙央、杉似響、菅原似守、武志輩、畠山憲司、日野A、中島ー

生、本側光磁、安田敏略、締11悦織、進灘公子、伊藤組干、倉島提案高等学校生

徒、秋田北高等学校生徒、駄岡市立i高帯学技生徒、駄目高噂学校生徒

0・3次回葦
発銅主 体 敢闘市敬宵聖書員会、私印考古学協会

第掲期 間 昭和4陣 7月25日-81日

制査員 獄図画展文化財専門要員 祭良棒介

日本茸古学協会余員 富穣事時

敏史学園高等学校最鎗 輯倉勝 央

s加者 重火闘帯古学協盛会員 五十嵐芳郎、杉糊輩、岩見敏夫

正式回大学牢隼 串山憲司、日野A、佳盗事憎

明治大学学生 菅s(俊行、避E匝公子、中村八重子
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$加者 立正大半牟生 中庭一生、.)(IJ侶央貴子

金足農黛砧等学校 教給鷲勝英治、 生徒新fBilI錦、泉純俊突、山内蕗簿、山内

積、須邸調書、佐草場宏線、鎌田重光、長谷川秀樹、 鑑識替身、佐藤町P干

秋蹄北高等学校 教諭中谷雄昭、生使、 'J、最優干、広島純子、赤桜在由美子、

石井せつ子、 住職美智子、 水稲美様子、間口郁、俊郵背干、佐議節子、今井ß~

子、大竹売子

秋悶市立高等学校 教諭牧野途失、生徒、加賀谷友子、石縁マリ子、右縁多事

子、千銭其、小保純子

'i];種短大付属高等学校 教諭雄創明子、生徒、伊藤敦子、伊勝良子、利部貞子、

佐々 木裕美子、佐々木英美子、沢田石由笑子、臨本典子、豊臣家シズ子、#上淳

子、伊藤信感、菊地章子、大沢久費干

敬愛学留高等学校 生徒、榎律子、島津裕子、 工藤良干、平野紹干、旗揚車タキ

子、鎌田サチ子、エ園高厚子、菅原智硝子

軟四大学術属中学聖宣教諭紫鴎氏t盤、外生徒1241

4 ・ 査結 果

れ) 遣楊{住居跡}について

!l!1次、第21X4:>2図。発掘部鷲申結集、援穴住居跡§傭発見した.ζれらD住居跡はすべて、

縄文時代闘争期り住鼠勝であるととがわかった。そ申書住脂跡を暗記すると下記01:指Pである.

Ml"t住居跡

第 l 号住経続問的IC もふれたが、軟大生帯'D'踏査した震発昆し食も申である。!II~正区で宮うと 、

IB、 IC、2B、2C但わたるもむである.プラン世備品方形か台形りもりと推定される。と明

う即位 IC、lB区申住居緑町問、東白壁はわかるが、北側半舟串獲がほっき Pしたいためである.

大量百は南北約5凶m、東西4.7mと推定される。底面は炉0付近はかなりLつD・りして刷るが、

護促近づれ!亡したがって桔っきりし傘"。虫食柱穴は炉音中心陀暗暗等間制限あり、6本申柱があ

ったも0と息われる。そ四他、倒宮跡内町西止日北援IC近叫所陀ある大量在穴からは遺物が多数出

土し、ζ申1¥は柱穴以外のt:t1tらきをもつものであろう。また東南備と南盛把ゐる穴は1:.0住居跡

.BI脅しW もので、他申ど申遺織と結びつ〈かはっきりし念悼。炉は沼樹悼むもりで、とり中健焼

土が殆んどをν'.1:.りとと0解釈は本報告で詳述した悼.
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.2寺住居跡
第 2寺住庭跡は欝1号住脂跡の北側限発見されたも申である.鞠査区で宮うと 8B音中心虻 2B、

8 C 、 4 B区ICあたる。 ζ 申住居跡。プランは~がはっ 8 りせず不明でゐる.また側交町関係でA

コースを会〈郷軍しなかったζとEもプランをつSめなかった原舗があり、今世町純益である越度

桔つS りで き るも申と息われる.したがって佳穴もはっきりしたζ とが曾えた明。炉は 8B1K~耐

側にあるもりと忠む杭る。土器が2傭鹿められて凹τ、焼土が非常蛇輝ψ も唱である。そり他.2か

所但俊土があるが、 ζ紅白住鴎跡過積脅しτ胴τ、モ0炉とも埼えられるが世っき事 し念悼.111: 

2B区<lYJ¥0・す〈液肥土鐙を立てて埋め<，ttてW丸 号。士留は円筒上層a六土器であった。

郵 34t住居跡

S町a号住鰭跡以下鱗5菅住届跡までは昭和制卑0;再Z次縄張で発見芭れたも自である.

第2号住島勝。発具された場所拍車崎区で官うと 6D、6C、70区でるる.車側担・号住居跡

で、また~醐位 S号住館跡促よって切られて'"τ、そ0全体を明らか肥ずるζ とほでき老帆.床溺

結集昆芭れたど申住居齢よ り も しっか P しτ~ 旬、 7c1Kで発見寄れた穴はζ申住居跡申陰穴とJ思

われる。またとむ柱穴虻綾して士股が発見書れた。 と0柱穴0近 〈陀焼土があるが、ζれ位E由佳

底跡申炉とは増えられ念刷。

鱒 44t住居跡

描 4号住厨跡紙、由席S号住J&跡町東虻発見事れたも申で、調査区で雷うと5C， 5 D、6C、6

E、7C、7DI&促わたるかなり大量左住居跡である.またもっと も完全な形で残っていたも0で

ある.中{.. In~ lf'があり 、 中民土紛が製められて抽11:.床面陪住居跡向。í!!i側がか'"り しっかりし

て刷る@花氏し東側目eわらか悼も唱であった.柱穴枇U:である.柱穴申他陀住居跡内陀い〈っ

かり穴がある.そり一つ陀桔鍵民そってS摺o，J、草加穴:6..$)る.ζ乱世洩"もので、少し内側に傾

斜申つ肌た‘申で宜柱穴で信念胴かと忽bれる.1克他。ーつは東墜と綱Ii陀近刷所医健穴とJ思わ

れ念ψ大量悼穴がある.中から特別注目するよ今夜遺物ほ出土し食かったが、柱穴とは奨った用途

。も申である.と(IC南側申穴白血酬が砕しもbあがっていたζとは注目してよ悼であろう。

とり住焼跡怯1I調的IC埋められて胴たとと青磁認したo t.O')Cとにつ悼τは後述ナるEととする.

.5号住居跡
第S住届跡は第S母住踊跡D百It発見されたものである.測査区で曹うと 6B区である.調査期
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聞の関係で完全従掘りつイサζとはでS念かった.そ串ためtEl!I勝。プランモ0他ば不明である.

"i>t第S号箆脂肪の床面eζ申他局跡。床w志向ーレベル陀あったため、醜後関係を調べるりに苦
労したが第る号住m跡母国唱が点線。知〈確誌で81t<Oでι曹住帰勝よD新し"と判断した.経穴も
こ三宛克古れて刷るが発信したも量でふれるζと促してζc."t:は省略する.

車S号住居跡から第S帯住島崎乏で申涜品位、自席a曹佳廟跡-1116号住居・f-1II6曹住届肺

と考えら抗る.

モ~fI~遺・につレて

7'スヨ形ピット陀つ肺t
フラスヨ形ピツ争【穴1ほど申低謄勝。zも蹟さな悼岨所、サ栓ちも、5Bほから発見書れた.

下。倒りょ う担?~~:l t立てた よ うな形ををす.大申書目白隠ぬ潟、頭部飴55，:潟、 底部径 1曲。、

採芭 1曲caltどある.中から棺土醤片と炭火物 t木炭下が多〈幽土し、土醤片り内側IC炭化L..た〈

るみ0陵高~<出土した. "i 11:峰崎1C 11，IIJ悼集土j:ー.・C~った.

ζCJ:う念縛S亀倉ピア' 揖ζcþで柑最初。‘町で~るが、他県0耐念どを見る 1: 、 "'11~ C.

ClO踏と何時期。‘。fJ'f'<、....，.跡から.......0個I!I!発見書れτ明る.跡‘ある0で、下.....
に治相ても今後発見事れる司能怯りある遺情。一つである.(ilfll . 2旗濁i:lf) 

。

ー'<:0>'... 同・.

'''' 
'c， 

Q 

= タ |図=
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( 7骨往J&跡} 第 81);発銀件費~量

.1'12次続棄1で持軍起草れた住桜島撃は5銀であるか、相2、"，，5住居島幸D閥単分む占び北側申ー海

は米瓜iIl骨量宮終了したため、今白骨as次調査は、そのオミGilrl配分の事量密を主般とすゐとl司自与花、
台地北部へ申拡張をも時間申併す，~り実行してゆ〈 ζ とを計膏し、 104m' (がi26J!Y)強の面積1<

4 x 4忽町グリタトを設定しτE監査した給娘、第2、第S寺住A!i勝昭浪商品を喝破犯抱修するととが

でIltt。し、夏陀害時し〈第6 7・8司 9号と1fr号。ー鳴を発且す晶ととができ1<の

1まず前年度発見。第2・5号住絹鈴培、そ由。持色舟C椅出拡よって、大主宰3恒常北6.8"，、車西

6.7mを有'，_ゐほほ隅丸方形町プラム〆を形成する住居跡であった.炉はaB (土器2依却設由寧度

鏑理主区〉町噂部および司E互の北側淀も8Ox5Oca申提方形状串焼士治:見い出され、 5B区町有訴に所

在ずるものと合わぜ4恒新提焼土監事がるるEとが需羽され*.1..かし、 Eわら量制一住居申‘砲で

あるか位4B尽のヨ ーナー付近咽縄磁が平移漉でゐもたの、断定Lか担畠l1i同にあ塁。

.， 1t 8 ;.，;，{r首都0周曽陀揺る畑穂賓の鶴舟;1:;新次郎:'t往信量守中>1，;'に向って館長LτHる館所fI'見
抽出されたが、入口約硬議官舎むか、ある加は祭壇的伝羽を位:'<1'‘由，かほ今後町E青海説渇のひと

ヲとも宮えるりでるる。

床面および商側局襲ぽ比般的優賞で良〈伝書さ杭て骨党政、柱穴・:!ljfiel員さを失悼て刷る.a Sf百
但ある焼土車"を中心把J停止ても箆向摘。柱穴場2存在しをν3.4:.¥K揖戦役点がOI.>る油、怒ら f圭掛箆穴

や王主主的，j、穴を混ぜ合わをt--r<IJ禦設構築可["~';:~かっただJらうかと傑lE芭れる段階促すぎ攻い砲でる

る。

ま食銑5住賠毒事由尚半骨と北部局11や確誌は、6A・ 7;.・7s(i{<!)掛自在虻Iって、fi'r1そ申結

倫~得る E止がで量た。 TPち、車5包宮跡は、若干扇舟淘:d'll，臨してwる不正E形攻、憎北5.7f町、

車J!!j6.S mを計る台形状のプランを呈L、そ申炉跡恒、 6 ・ 7 rt1!と A 、 Br町。線}~ど点眼ほほ円形

申密度。縫抽焼土となって検出するζとができたO"Cある。 t燐土り其上より土桂一億体発見}

しかし、 住穴r.tζ り住鰐軍事の北部犯近接して例祭宮れて悼る~8 ・ 9 せりこっ。住掛跡とり制友
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( 2号住居跡} ( 6号住J8齢}

凶6たから品する関車jf1I存のため不哨僚てある。ただζの住居跡も後述する;;>.7号(ttil!i惑と偽，2't;と

l"l叫に二弔由土佐と、ぞれ委主える小包了氏とで駒築苦血て肺克也申と搭耳~'rる告が妥謹であろう

な宮崎早宮.0匙ξ<¥..1そ4申aA • 4 A・43民正予、 Z五時L 石瞳を措串とする害航。石訪日知と土

省砿片ι出土してい<>ととを1呪己してお〈 ζと托する。

'^~;: a ()尚道K より ~rl;::発見された似世勝である§軒柁つ明て以下、筋且陀ie逼する。

6停住居部 ……銑 6 号住居障害唱、第 3 号由~t面、 2112替のB期品此位歯して台れ側室~I;t2 

Al争中心I<:IA.8A・IF.2F<1>5区陀v'Cがる住居跡である.it節。リ理観測。:柑4mにわたっ

( 6号主主箆筋}

て不明瞭であるが、 ζれは長年巨渡る己的台地骨格土作

業のため事単に探剃勿され、土を持ち去ら品克人為的鍍

嘗のためである。

しかし、残り 8つ白コーナーは命胴陀も銭伴してψ る

ため段li::ではあるが、;明北o.Sm、官民ι9m申;百干、

，J、.!I!慢でやや方形陀近肺プラン..形嘩するも0である。

炉御技2T.甲信任中間1(55)同""の担方形から成品真亦

左幌土むみ‘:.1:って偽成されて刷るか、住.m鈴金体から考童話す品はやや車よ勺申中心$と1.i:ってい

る.旅由時良好で!t車指3画面〈、 1，lt南東部り康およびJ!I!t!同付近-.;曹が客士槌乳母被害を尖呼て刷
る促1>拘らず良〈浅与して'.~1't.. 

柱穴は峠きが異なる五桂穴;di3悩噴出されたほとどま昔、 -t<D般小さな佳穴か点必吃軍保した形

で存在してν念品。し101.1;って、陣幕型自4'与設白住出勤とは#えられず、自然と三角形寺戒す£註

陀よって娘役芭れていたとA替えるととも可取であるよしかしと品とて、り述した後世~<1>点を#胤記

入れればW躍するとと陪箇睡であるため、今後町おりる下縫製ili申向胞となるであろう。

また、ζり住脂跡で待117"ベ垂ζとは2A区町陶磁隣陀ある:1乙上t地表下10四)よP土器片
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と其t亡、本渇飾品世初の土偶t呼真参照)が発見芭れたζと提ある。

7寺住居跡 ζ申健婦跡は、鈴2号

とm5甘怯16跡とりr.11'Ch考書長吉t>1tも申で、

o Aを白1'.1，)，'(4 A • 6 A・4p.oF・6

FとoB<')@畑一事事む広範飽R:l'l<>住匝;跡

であ乙.しかも己れ主で俺必L定本趣向で

担もt足H地点i促存悲し{地表下白-70崎}

モ8断由I:t鍬ぽ状を去し11沖、tl穴的所生

牢どEも朗らか:亡輔色官l在って悼る住射能である ( 1母体儒監事)

つ変り、南北・破必とも 6.2It申書耳九万形。プラン田中足、その慰乱より帥~母1Ic.を肝る同点;t

前~f-.6 .2rrj ‘車L!j 4.4 白血不控Jlj念品プラ yや市寸鎗.f<宮tó''''るJ角治 !!'2骨特質でおる 盟国ち、l$.;

訟もl..< tl晦少昨重量の.~，..経たとζ ん由 1号t住\!ii'1Jと Lて申曹執1>悼0:強ρ住射である，試にお

~炉であり、そむ中心陀は小馬要蜜および浅鉢状司土器が 2 ，，~最古れて由る点(J:、同住居跡0・鍛ゐ3

t唱あるという己と担tり(o他。自問川晶届によって鷺.19，80.伺 .. ，品.続土目標害時何人 ζ町
ζ と也、地 1寺ft時跡串羽認炉{焼土在仏土鋒:官訟た:.)と.._*古賀鼻止品位鳴を持っている

ζとは制確てある。

偽 4 0.:>キI貿民、住/.\~位曲賞する場所である。 UIlち、湾北に比匂1!';A: t在主夫{崎由それ町、貯質

朗1j t受併飼して凶るぬ土賞。土壊か茨;樹】~~官し東I'iiに{立時々尊皮高に 3-4 志@立ち止?たを

置付て包i艇の奴訟を..:みたと判断で畠る厳制:，依存在する点てあるーつま'夜在由民家亡.t.げる苛嘗

系統骨相殺方底を採鮒したものと増えられる申でるる， 葉足、 f:唖s.c位r~(:房副と空われるロ

ーム月面白高まり11)・昆られたが、 ζ の点旬、今後，，~I畦査を待え叫ばなら 1.; ~~ 

8~酔住居跡 …革5菅住民跡り北側阻位押するとの住窓鳥11、7A .7壬・ 8A・8D区の4

'く庇わたって，，1j~t'1. 9旬、克百4.4'"町田唱丸完売f圭昆ずる.第S号と0#rl日飽係岡、 8号住廊崎

が嗣暑を切っtいる点がゆi瞭であるため、 5号住I!:f事か吉明こと健在るー炉歯Fば7n白西側と 1A 

O車骨lと吃、 Wずれも2砂、3Oc:m程度。何事:を呈する4申t:8箆場6;る。凶作局跡内町北東純正』立、

70xお四町長方形的Pl巴措';&げられており、fi;十と.1鞄昔・ぎっしタ穂設されt悼1をことはぜ，8'jo.:>

g由がめった為であろうか。(7号!t居跡両捕のjは工とrtt;崎)しかも奇の輔古前同ヲラスヨ紙の設

相を示し‘間年度発比された 5EQJ政問但a:置しτν'1ヒ?予スヨ拭Pl.もの小形化し念‘。を車時

ぜるもりである。

E れもヌ~Jft跡め艶醇まあるwf:究疎地であろう。たお、同住J苫跡主り S 儒体舟'->LおI'tと土.ôll!>( 7 

B揖3編.t9車.jI.:土製品由一部)>1・発見苦れて悼品。
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9号住居圏構・…・ ζ白住居跡。鯛査区は7A.7B・8A・88にわたP、肺わば第8号住居跡

。?i側IC存袋する住底跡である。未定そ白金貌が明らかではな悼が、8号佳局跡と申新!日関係世阿

箆腐勝。北部周壁骨付近陀ζ'-'9号住賠跡町炉勝〈ぬ鴻申任ぼ内形。焼土中IC斑径お酬を計る大形

土世話が埋設されて刷る.Iただし底観念し}が古~ciしτいる点から 8号住居S悼の方が古悼と考えられ

る。したがって:116.8.9号佐島跡骨量rl日目第5-割18- 第9寺住居跡へと変滋Lえもりであ

る.また、と号付近民連続してある第S号音始めとするS脚。住尉跡措9-8-5-4-8号。願

でし吃悼(屯古〈なるわ吋であるが、特促構8と9号とD柱穴町問題1-;1:1:>とつりtt穴を調書が使用L

ていたと考えられー概応決定的敢所属柱穴同判断しかねるもりである.ζりととは耕U<1>観点から百

えば前述した5軒。住居托;"吋る移動変遊技、>>・念。短期間。t'!"肌て行在われたζとにJ:る療織と

考えられτ〈るりである.

老台、 ζ(1)~耳査区。第 2雌(/;\\色土膚)-第 S届{賀線土I面}にか付て小憶が事〈含ま抗てwる

点から、ある意図。うえ。で家屋活費量が行なわれたもりと解釈すると とが可官主であると増える。

('tk向佳局。北側ICみられk9Oc.岬円形Piτ中1<:浅齢形。土器繊片が出土した。}

10号住居鶴・・-…今回明純益対象地区は、 Aコース中心でるったζとと発据期間陀制限があった

ため、 ζ町住居跡は企体。同穫量しか世出するととができ在かつむ

創ち、 8A町1rB:扇町みで終7サる忙1>むな量を止、 そ早生体プランを明らかにする陀獄第41):，

以降陀持ちEさねば念ら含柏町である.

だが同住居跡。南耳IR需の燭獲高明諸民抱僚で畠冷点と、 Eめ区串~t酷湖町4置かでほあったが右ll!!

炉と小量申焼土、および小形繍状白土器を発見するととができたりである。ζ申住居跡。追求擁総

位、どうしτ也附和4陣度。対象とぜねば念ら念柄。;118.9号住庭勝位制鎗自己と、 ζ町時号を

中心IC新たIC発見可能と縦走でU .る畠台地町線論跡IU，吋る稲瓦鱒係を認知7するためIC世、 ζ由

10母発掘陀お悼τ他iてを悼と吉っても過富では念明。

t宮悼換える念らば、 昭和45年度。郷41);蹴華町興施音 71'・8PlKとそり北部へ申発栂鉱強はよ

って、もっと新山見解、 そしτ本遺跡申 f縄文中期集落跡Jとしての正し吋噺が下せる製部は

とりJO曹住鰭跡であると擁信ずる.

経梼成長蛇よる物質織繊文鴫申急車怠る量産自t(1)~み込まれな"'~自臣、今後町免栂調査継続をせっ虻

希望するLだψである. 【第8政調査}

(2) 出土温軸について

過去S氏自拘暖で出土しkJlt物。量は約リンゴ箱101圃暗どである。出土遺物申暗とんどは縄文時

代中期り土器で他民土鱒器、事1哩鑓が重量点出土している。
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縄文中期申土器

縄文中期的土鉱ば大別サると次町三つり仲削陀分吋るζとができる。

(イ) 大本裏目土器

大木88..8 Oを中心としたi時期申土器である。器J静岡ψわゆるやキリバー高診をした鉢彩。土器、

検鉾由土鴇で.t>る。文械は府豊島t襲撃文を絡し、そり上，(ニ~三本骨平行揖放で渦文通bる"は底極的

1;:文様を施し、額商事ばi:t純文ある明性縄文帯があり、 U綾部Itは透l'l>t申抱乎がつ〈もり攻どが泌

る。 ζれら白土器はどめ佳局儲から綿花事〈鮒ると悼ったととでは在〈 、各地区、住騒動から万通

熊〈出土して悼る。

(ロ) 円筒葺申土器

問向上層o弐土器を中心促した士舗が出土して刷る。緒形はv>わ申る円筒形申告罷鮮が多ν事。口縁

部庄は四つ申弁状突絡があり、巾の広ψ結土帯を液状その他1(貼りつけ、モ申上托務品自由価問且

を絡したもDで、劇部D文略は時とんど羽状縄文Idtiしてある。

とれ&;<1)土器申出土状態も大木孫。土器同級告地区、告住届肺からJiiSJ蝿〈出土して悼る。

や申そ申他坦:b傍

上記二つり各位申土様。偽促、そ申どちら り系統虻もお 司在世土器事ゐる。器影、 文様も上~

りものと具製である.とれ陀ついて世未だ鮮纏に検討して明言k柄。で、後日〈わ1.(報告したいと

患って悼 る。

同土師着色須恵鵠

6FCD磁北耳鳴から数個体まとまって出土した。土師器はカメ、事事官kどがある。カメ陪廟fflC備自

文があり、軍部から口線部虻tJ・町て輔文である。

語証事録時大カメ白磁片である.

土鰻 畠

土製品柑三角土製品5、土偶 l、現状土製品 1がある。

(州三角土製晶

上記したとと〈、三角土製品位S点雌土して刷る。大量書記よって 2間-8冊前後申も申〈第3

lI!Il・2)と、 6c.t1.......1醐前後四もCD(第S図a-o)と，(分.>>1できる。

Iマ背面t;;!J;_吋てWて正前官吋しかわから在νもが大主さはと咽程度。も申であったと思われる.平

らをも自で、三辺とも 2.o間前後CD.iE三角形It近"も"J"Cib .oo正樹1<:粘土録音T宇形虻給量つ旬、

両薦虻は、そ骨頂点を〈るむよう促粘土程を貼りつ貯て刷る。そ也選(1C1る悼小苫金穴がる昨ら

れて刷る。 左側申穴は貰孔芭れているよ今IC見えるがお側。ょう陀買孔されてψ 傘かったと忠われ

る。
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世揚風景

1史、三向彫り下。鼠点K肉っ

て退る中'l><1'帖土絡むとれて、そ

e:...，とだ吋出銭って刷る。粘土品並

外Oþl~分間拙、先制の弘った工具

.c、'j、さ念三角形。.'1突JtH正文

しτ刷る.色酬は明色で、表面に

ペ二11，を患っ1:01'、<>.

2 : Ii;_，~品で、よさき国 jIII a明
。正三角屠陀邑〈、 7平沼が少し〈日んて明る，正田町位...輔1J:.i(時含錨Lτ~-6 o -tjl..~三角形の

偽~I'~三両次回大がおぼあげらÌL、それらを結ぶように沈級車一本施Lτ刷る.穴は貰孔して悼在

、、。瞥晶品正文明は，.悼.~c.-r口土製品としてあつかっ7をか、.1:(みるとやわらか肺結おのよう在

をので1:'!"t日るよ令K，，!!わ11~4 表面提品磁色IC近悼骨hが院られて""~"

a • これに3 辺 6曲論後円￡三台串lt匙いも白であったと叫わ抗る。ム品。二つ町jiJ診:欠吋てむ砂、

~Iを正面も風化して文蝿仕はっきりしを"'.銭って刷る文検帯からヨ替えて 1 は近悼瓦描があったり

t位宏明かと思う.背Iii健文極11在ψ，色ilfjl'，tj証拠色.

4 : '"角が仰すて抽ゐがー辺5.5明前後の配三角形従軍肺ものでるる.上おに唱の粘土産Eを鮎・::>

て悼る。そ申下、中央陀小古怠穴方'"旬、撃たζ町穴の在側陀'1.三也寝町穴がある妙、，]-<!( -; >1: 

lJ1柿申で人為的*ものか晋かはっきりし攻防~

背曲I~文検はな刷油 、 “lりょう庄三角形陀'0(1)広"，.ゐゐやかた〈ほみ】1'1;. る. (指で事 l 悼プ~.I:ろ

主総じ").会食告角的節卦か官僚<1)JjIC少し曲ってv>品。色調，;喬~.

る:下E湯舟iJ・欠吋て悼るが、 S.5emX7掴刷後町二11;辺 そ角惑に阜、もも骨であっヌをと思われる。

正涯によま詰土箆"i"I ".1:う前C'l'字"陀貼りつ付.を母上に多鵠竹i/拭白ム具"'ti耳1'1:.世脅した虫識t

つ円τ悼-e9 tjt~V;.t 'K.帖d:E品科司舵分£‘、それとTfI寸るよう:C{O]じ工具で時Lように

:1<.'揖をつ吋τvε.; 1ヒ民慣にな事E担定tt.を鳳L;'{:.()るφ 色観障条褐色.

(P)環状土製昂

酔屯り大串 (p(吋"(V'"( 、 ~l4' rili定する ι とtl:l!l績でゐる iJ叫径約 7団副訟であったと，I!l?. 

巾桔 j師、障害 7ltJt.-C・る。持制1'<:勉」こ起針'J駅屯貼りつ時、中桔員方J匪It(ぼみを鋭してHる。

や+土 偶 t 軍晶#~)

腕郎以ト欠けて悼るか、版状土偶でゐる。椀在鈍って悼る大き草紙、品;!~.5畑、 m Jl，7 冊、

障害 Z間前る.

溺は<1まみ‘闘世沈線てかなりしっかj)"と織かれて胴品。向車曜には鱒晶4草押ほし、制促恒'主七

-lI:l-



を貼りつけた乳がある。そ申下IC穴がニつある。背中促もliiJじよう在位催促穴がこつある。

以上土製品((つwて舗泌氏説併したが、 三角土製品同県内ではむそら〈はじめてりも申であろう。

他県白倒を見ると山形県昭牧野遺跡、 百々山遺跡、 新湯県馬高遺跡等から出土してψ る。山形録申

それ崎、告辺町〈 ぼみが大事〈悼わゆる三脚石器IC近帆影をなすもむが1匹、~下浸i腫跡の三角土製

品同紙潟県馬高遺跡申も申促進、ρ。

石器

石留は各地区、告住居跡から多〈 出土して悼る.それを各:Q認ととに舟領して表忙したむが下表

である。各石器個々ICつ帆て枯草報告で記した悼.

石 ifi 石地 石 ヒ 掻 右 凶 ト 右 右 活 石 そ

磨 打 無 帯 1c J: 。。
て E 

重量 司弘 径 後 形 1事 総 糞 右 右 輔 71 雄 割官 他

9 6 m 12 17 s T 4 4 E 2 JI 2 

5 今後の問題点

t家。趨築と礎!IlovM鱈】

縄文時代自家自lt繁から練費支で町制崩は，j嚇遥雄氏等~ よって在意され、研究古，れ吸現従駒、わ

d曲，屯る伏卸ずや，パぐ培タ-ン占井丙況〆パc靖タ-ン町こ種鎮あるととs珂吋苦檎吉れ官翁る.ζりζと枯9集帳落を研究する4今5止で

欠 〈とと申で畠規没kν悼‘もの申一つ攻白でζ白点を注量窓Eして掴由蜂匠し食.そ申結』呆匝

上げパタ-ン4托E近悼も町音s第臨 4 号住厳跡で裾~でき yたt.

l 祭穴住館跡を自陣~する.

2.一定期問題往する.

ι住居を車種絶する。

4 住居跡tJミ担没し批じめる。

S 土器を廃禦する。{以上~$ ~'" ー タウンより}

と柄引量穫がある。ζれI(貝録的治棄が加わるりが吹上げパタ ーンである。第4号住居跡では貝

般はた〈、自然石を遺棄すもりである。そり点だ貯枕上げパタ ーンと鼻歌る。 ζ申ょうゑζとは草

地量跡ft付では念〈、内館町地峨陀見られるもりでは念悼かとJ哩lわれる。

6 住居E障の潰れについて

水野正好氏がlIi目聞した 「使ψ申樹首'Jといったも申も、今町とζろ郷 1骨健局跡を中心と した地

ー14-



区と、1Il8号住居跡を中心とした地区とl1E存した二つ0流れがある可tE性がある。 ζ申点は今後6

2層進で注意した悼と思ってwる。

7 そ の他

現在まで鋪重量した踏然から注意書れるζと師、住届跡内はもちろん、住底跡外)/)・らも焼土0邸分

がおるととである。 ζれは住賠跡目炉とは帯えられ傘"もQ)jケJ事柄。 ζ申点からとQ)j臨海町火白使

用I~つ悼ても考える必要があると思ってψる。

8むすび

以上申どと 〈下境遇餅同事〈町問題t合んた'漕跡である。 ζれら恒例舗を解決ずる必著書があり、そ

の先制由主ζD遺跡安全面発織する必授があると考えられ る。またむれわれ位置初からを白割程n"C'調

査にとりかかっ1t<D"C;p，る.

住宅がどんどん檀τられる昨今、1':堤遺跡りある地植は歓国土給開発除式会社でもうすでI~減収

。すんで'"る地厭である自で、調査はできるか事P急がねば在ら傘柄。 骨骨結集陀よって保存申方

法も出，(るも0と考えられる.関係各位。c勧カを切促お願悼する次第である。

事湾文献

多摩エユータウン遺跡線査報告書

水量四郎 「縄文時代集落研究句通車礎的操作J

そ申他
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